
関連イベントの一部を紹介

　穏やかな秋の一日、スポーツセンターに出かけて体
を動かしてみませんか。ファミリースポーツフェステ
ィバルは、さまざまなスポーツが楽しみながら体験で
きるイベントです。運動不足なども解消され健康増進
につながります。ぜひ、お越しください。
a１０月１４日 午前１０時～午後 ３時半（午後 ２時半まで受け付け）
bスポーツセンター・大門中学校（校庭・体育館）
c実施種目・体験コーナーは右表のとおり
g右表の各会場での開催時間中は無料
h上履き（プールでの種目は、水着と水泳帽）
i駐車台数に限りがあるため、車での来場はできるだけご遠慮ください
j▼雨天実施▼主催は市・市体育協会
k▼�ハイブリッドボクシング体験＝ ９ 月 １ 日㈰午前１０時からスポーツセ
ンターへ電話（☎０４２・４７０・７９００）または直接同センター窓口で（先
着４０人）▼その他の実施種目・体験コーナー＝当日直接会場へ

l市体育協会事務局☎０４２・４７０・２７２２

l生涯学習課スポーツ振興係☎０４２・４７０・７７８４

ウィーク
東久留米２０２4スポーツ健康誰もが健康で誰もが健康で

活力に満ちた活力に満ちた
地域に地域に

※その他のイベントについては、今号の ８面をご覧ください。

ラジオ体操講習会

鈴木大輔氏鈴木大輔氏 杉井勇介氏杉井勇介氏

　NHKテレビ・ラジオ体操指導者・アシスタントを講師にお迎えして講習会を開催します。　NHKテレビ・ラジオ体操指導者・アシスタントを講師にお迎えして講習会を開催します。
aa１０月 ４ 日㈮午後 １時半～ ３時（午後 １時から受け付け）１０月 ４ 日㈮午後 １時半～ ３時（午後 １時から受け付け）bbスポーツセンター第 １体育室スポーツセンター第 １体育室ee
市内在住・在勤の方市内在住・在勤の方ff先着１５０人先着１５０人dd鈴木大輔氏（NHKテレビ・ラジオ体操指導者）、杉井勇鈴木大輔氏（NHKテレビ・ラジオ体操指導者）、杉井勇
介氏（NHKテレビ・ラジオ体操アシスタント）介氏（NHKテレビ・ラジオ体操アシスタント）hh室内履き、タオル、飲み物室内履き、タオル、飲み物kk ９ 月 １ 日㈰９ 月 １ 日㈰
～１６日～１６日 に申し込みフォームまたは直接生涯学習課（市役所 ６階）でに申し込みフォームまたは直接生涯学習課（市役所 ６階）でll生涯学習課スポー生涯学習課スポー
ツ振興係☎０４２・４７０・７７８４ツ振興係☎０４２・４７０・７７８４ 申し込みフォーム申し込みフォーム

　１０月１日㈫から「スポーツ健康ウィーク東久留米２０２４」を開催します。スポーツや健康づくりに関するイベントをとりまとめ
てお知らせし、市民の皆さんのイベント参加を推進することで、健康で活力に満ちた地域の実現を目指します。
　こどもから高齢の方、障がいのある方など、さまざまな方が楽しめるイベントを用意しています。たくさんの方の参加をお待
ちしています。

市市nn

市市nn

第３９回ファミリースポーツフェスティバル 場所 種目等 時間

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

１
階

第１体育室

・ソフトバレーボール　・クライミング　・ユニカール
・ストラックアウト　　・フレスコボール

午前１０時～
午後２時

エキシビション
（観覧）

市立西中学校、南中学校ハンドボール部、
東久留米ハンドボールクラブによる実演

午後２時１５分～
３時半

第１武道場 ドッジボール

午前１０時～
午後３時

第２武道場 ボッチャ
昔ながらのあそび（けん玉、お手玉、おはじきなど）

ロビー
スカットボール
救急法の指導と体験
（傷害の手当や人工呼吸、心臓マッサージ）

２
階

第２体育室
親子運動あそび 午前１１時～正午
ハイブリッドボクシング（要事前予約） 午後１時～２時

第３体育室 ラージボール卓球 午前１０時～
午後３時

トレーニング
室 ジムトレーニング 午前９時～

午後２時

プール 自由遊泳、ゲーム（水着・水泳帽持参） 午前９時～
午後２時２０分

３
階 弓道場

アーチェリー 午前１０時～正午
和弓 午後１時～３時

大門中学校
校庭・体育館 体力テスト（対象：スポーツ少年団） 午前９時〜正午

　大規模な震災が発生した際は、断水になる可能性もあるため、日頃からの
備えが必要です。
◎災害時給水ステーション
　災害などにより断水した際に水を配布する「災害時給水ス
テーション」は、市内に ２カ所（▼南沢給水所〈南沢 ３ − ９ −
２１〉▼滝山給水所〈滝山 ６− １− １〉）あります。給水する場合
は、水を入れる清潔な容器（ポリタンクなど）をご持参ください。
　※詳細は、都水道局nをご覧ください。

　市では、多摩地域に直下地震が発生
したことを想定し、総合防災訓練を実
施します。市民の皆さん、市、防災機
関が力を合わせ、災害を乗り越える訓
練です。
　防災関係の展示や、自衛隊の野外入
浴設備による足湯体験など、市民の皆
さんに体験いただけるブースなどがあ
ります。ぜひ会場にお越しください。
a１０月27日㈰午前 ９時～正午b▼メイ
ン会場（関係機関連携訓練等）＝滝山公
園▼医療救護所開設訓練＝わくわく健
康プラザ▼応急給水訓練＝滝山給水所
j詳細は広報 6年１０月１５日号でお知ら
せします

身のまわりの防災対策を身のまわりの防災対策を 見直しましょう ll防災防犯課☎０４２・４７０・７７６９防災防犯課☎０４２・４７０・７７６９

都水道局n

　日頃から使用している日用品や食料を多めに備える「日常備蓄」という備蓄
法があります。災害時でも使い慣れているものや食べ慣れている食事をする
ことができるため、安心感を得られる利点があります。
　また、成人が活動するのに必要な飲料水の量は １日約 ３ℓです。保存水や
飲料水の汲み置きが大切です。水の備蓄も見直しましょう。

日常備蓄のススメ 総合防災訓練を実施します

災害時の断水に備えましょう

今号の主な内容

No. 1357

令和6年
（2024年）

9／1 号
・図書館フェス２０２４…………………………………… ２面

・いきいき長寿大会を開催します…………………… ２面

・高齢者被害・多重債務特別相談…………………… ６面

・ ９月は自殺対策強化月間です……………………… ７面

みんないきいき　活力あふれる　湧水のまち
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図書館フェス2024
　今年のテーマは「ともにつくる図書館の物語」。
　 ９月１４日㈯～２６日㈭に、中央図書館ではさまざまな企画を用意しています。詳細は図書館nをご覧ください。
事前申し込み制のイベントについては、電話または直接図書館でお申し込みください（休館日を除く）。
l中央図書館☎０４２・４７５・４６４６ 図書館n

角田光代さん講演会「わたしと図書館の物語」

　作家の角田光代さんをお招きして講演会を行います。
a ９ 月２２日 午後 ２時～ ３時半b▼実施会場＝市民プラザホー
ル（市役所 １階）▼サテライト会場＝西部・南部・東部の各地域セ
ンターe中学生以上f先着１００人（サテライト会場は会場ごとに先
着５０人）d角田光代氏（作家）k ９ 月 １ 日㈰～２１日㈯に電話または
中央図書館で（サテライト会場は西部は滝山図書館、南部はひば
りが丘図書館、東部は東部図書館に電話または直接各館へ）

ひとハコ図書館
　自分が小さな図書館の館長になった
ら？という構想をぎゅっと詰め込んだ
「ひとハコ図書館」の展示を行います。
a ９ 月１４日㈯～２６日㈭の午前 ９時～午
後 ７時（休館日を除く）b中央図書館 １
階一般開架室

「おしいれのぼうけん」複製原画展

　図書館フェスの開催に先駆けて、今年で出版から５０年を迎えた
「おしいれのぼうけん」の複製原画と関連書籍の展示を行います。
a ９ 月 ７ 日㈯～２６日㈭の午前 ９時～午後 ７時（休館日を除く）b中
央図書館 １階絵本の森

ブックキャンプ

　図書館の外へ出て芝生の上で読書を
楽しみます。
a ９ 月１４日㈯・１５日㈰・１６日 の午
後 １時～ ４時（雨天中止）b中央図書館
正面入り口前の芝生

図書館のウラ側探検（書庫ツアー）

　中央図書館の閉架を中心に、普段見ることができない図書館の
裏側をご案内します。
a ９ 月２１日㈯～２３日 の午前１１時～正午、午後 １時～ ２時、午
後 ３時～ ４時の １日 ３回b中央図書館e各日とも午前１１時の回は
児童向け、午後 １時の回はすべての方、午後 ３時の回は一般向け
f各回先着 ５人k ９ 月 １ 日㈰～１９日㈭に電話または同館で

思い出の本、教えてください

　あなたの本にまつわる思い出を、応募フォームもしくは市内の
各図書館に設置している応募箱までお寄せください。
いただいたエピソードは本とともに展示します。
a ９ 月１４日㈯～２６日㈭の午前 ９ 時～午後 ７ 時（休館
日を除く）b中央図書館 １ 階j募集は ９ 月１９日㈭ま
で 応募フォーム

シルバー人材センターで
働きませんか

　シルバー人材センターでは、定年
退職した方や社会参加をしたい方など、多くの人が
働いています。自身の豊かな経験を地域で活かして
みませんか。まずは入会説明会にお越しください！
a ９ 月１８日㈬午後 １ 時～ ４ 時の間で １ 時間程度（原
則毎月第 ３水曜日に開催）b同センター（下里 ４− １
−４４）e原則６０歳以上、健康で働く意欲のある方f
先着２０人h年度会費２,０００円、本人確
認書類、筆記用具k開催日の ２日前ま
でにご連絡ください（同センターnか
ら仮登録ができます）l同センター☎
０４２・４７５・０７３８ 同センターn

いきいき長寿大会を開催します
l福祉総務課高齢者福祉係☎０４２・４７０・７７４９

　 ９ 月１６日 は「敬老の日」。長年にわたり社会に貢献してこられた高齢者の皆さ
んの長寿を心からお祝いします。
　これからも健康で、明るく楽しい日々を過ごしていただくとともに、これまで培
ってきた知識や経験を、ぜひ社会に役立てていただきたいと願い、「いきいき長寿大
会」を開催します。
a ９ 月２１日㈯午前１０時～午後 ０時２０分
b生涯学習センター
c▼第 １ 部＝祝賀式典▼第 ２ 部＝アトラクション（タップダンス、フラダンス、日
本舞踊、カントリーダンス、和太鼓演奏、エアロビクス、大江戸ダンス）
e市内在住の７５歳以上の方
i混雑状況に応じて、入場を制限する場合があります
j▼記念品あり（紅白まんじゅうほか）▼手話通訳あり▼主催は市、社会福祉協議会、
同実行委員会。協力は市文化協会
k当日会場で

前回の様子

１００歳の方と
最高齢の方への記念品贈呈

　市では、市内在住で ６ 年度中に、百寿（１００歳）を
迎える方と最高齢の方（資格基準日 ６ 年 ９ 月１５日時
点）に、その長寿を祝って記念品を贈呈します。
　記念品は ９月１７日㈫頃からご自宅へお届けする予
定です。
j対象者には別途、記念品贈呈に関する通知を送付
します
l福祉総務課高齢者福祉係☎０４２・４７０・７７４９

6．9．1 2
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新しい新しい乳・・子・・青医療証の送付について医療証の送付について

市

民

生

活

固
定
資
産
税
の 

現
況
調
査（
土
地
）

　
市
で
は
、
来
年
度
の
固
定
資

産
税
・
都
市
計
画
税
の
課
税
に

当
た
り
、
９
月
～
１２
月
ご
ろ
、

土
地
の
利
用
状
況
の
調
査
を
行

い
ま
す
。

　
調
査
は
、
市
職
員
が
市
内
全

域
を
自
転
車
で
巡
回
し
、
更
地

だ
っ
た
土
地
に
家
屋
が
建
築
さ

れ
る
と
い
っ
た
土
地
の
利
用
状

況
の
変
化
な
ど
に
つ
い
て
、
主

に
目
視
で
確
認
し
ま
す
。

　
※
市
職
員
は
調
査
時
に「
固

定
資
産
評
価
補
助
員
証
」を
携

帯
し
て
い
ま
す
。

l
課
税
課
土
地
資
産
税
係
☎
０４２

・
４
７
０
・
７
７
２
６

土
地
・
家
屋
の
所
有
者

が
亡
く
な
ら
れ
た
際
の

手
続
き

　
賦
課
期
日（
毎
年
１
月
１
日
）

ま
で
に
土
地
・
家
屋
の
所
有
者

が
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
、
そ
の

土
地
・
家
屋
の
現
所
有
者
の
方

（
相
続
人
な
ど
）は
、
相
続
登
記

さ
れ
る
ま
で
の
間「
固
定
資
産

現
所
有
者
申
告
書
」の
手
続
き

が
必
要
で
す
。

　
申
告
は
、
現
所
有
者
で
あ
る

と
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
３
カ

月
以
内
に
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。
な
お
、
所
有
権
移
転
登
記

が
完
了
し
て
い
る
場
合
は
、
申

告
は
不
要
で
す
。

　
６
年
４
月
１
日
か
ら
相
続
登

記
の
申
請
が
義
務
化
さ
れ
ま
し

た
。
相
続
等
に
よ
り
不
動
産
の

取
得
を
知
っ
て
か
ら
３
年
以
内

に
登
記
の
申
請
を
す
る
こ
と
が

義
務
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
６

年
４
月
１
日
よ
り
前
の
相
続
で

も
、
未
登
記
で
あ
れ
ば
義
務
化

の
対
象
と
な
り
ま
す
。
こ
の
場

合
は
、
法
律
の
施
行
日
か
ら
３

年
以
内（
９
年
３
月
３１
日
ま
で
）

に
登
記
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
詳
細
は

法
務
局
n
を

ご
覧
く
だ
さ

い
。

l
課
税
課
土
地
資
産
税
係
☎
０４２

・
４
７
０
・
７
７
２
６
、
同
課

家
屋
資
産
税
係
☎
０４２
・
４
７
０

・
７
７
２
７

こ
ど
も

と
教
育

児
童
扶
養
手
当
を
振
り

込
み
ま
す

　
６
年
７
月
～
８
月
分
の
児
童

扶
養
手
当
を
指
定
預
金
口
座
へ

振
り
込
み
ま
す
。

振
込
予
定
日
９
月
１２
日
㈭

　
※
金
融
機
関
に
よ
っ
て
は
入

金
が
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

l
児
童
青
少
年
課
助
成
支
援
係

☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７
３
６

就
学
援
助
費
の
入
学
前

支
給

　
市
で
は
、
経
済
的
な
理
由
な

ど
に
よ
り
、
公
立
小
・
中
学
校

の
教
育
費
が
大
き
な
負
担
と
な

っ
て
い
る
家
庭
に
対
し
て
、
費

用
の
一
部
を
援
助
し
て
い
ま
す
。

就
学
援
助
の
支
給
費
目
の
う
ち
、

新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
を

入
学
前
に
支
給
で
き
ま
す
。

e
次
の
①
～
③
を
い
ず
れ
も
満

た
す
方
①
７
年
２
月
１
日
現
在
、

東
久
留
米
市
に
居
住
し
て
い
る

方
②
７
年
４
月
に
公
立
小
学
校

に
入
学
予
定
の
児
童
の
保
護
者

③
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

方
▼
生
活
保
護
の
停
止
ま
た
は

廃
止
を
受
け
た
方（
認
定
基
準

を
上
回
る
収
入
が
あ
る
場
合
や

転
出
の
場
合
を
除
く
）▼
市
民

税
、
個
人
事
業
税
、
固
定
資
産

税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
国
民

年
金
の
掛
金
な
ど
が
減
免
の
方

▼
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受

け
て
い
る
方
▼
生
活
保
護
基
準

に
準
ず
る
世
帯（
準
要
保
護
）で
、

生
計
を
一
に
す
る
全
員
の
令
和

６
年
分
の
総
収
入
が
認
定
基
準

以
下
の
方

　
※
認
定
基
準
・
申
請
方
法
な

ど
の
詳
細
は
、
４
月
上
旬
に
学

校
で
児
童
・
生
徒
を
通
じ
て
配

布
す
る「
就
学
援
助
に
つ
い
て

の
お
知
ら

せ
」ま
た
は

市
n
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

申
請
期
間
１０
月
１
日
㈫
～
７
年

１
月
１０
日
㈮

l
学
務
課
学
事
係
☎
０４２
・
４
７

０
・
７
７
７
９

６
年
度
東
久
留
米
市
こ
ど

も
食
堂
支
援
事
業
補
助
金

　
市
内
に
お
い
て
、
地
域
の
こ

ど
も
や
そ
の
保
護
者
が
気
軽
に

立
ち
寄
り
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の

取
れ
た
食
事
を
取
り
な
が
ら
、

相
互
に
交
流
を
行
う
場
を
提
供

す
る
取
組（
こ
ど
も
食
堂
）を
行

う
事
業
者
に
対
し
て
、
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

補
助
対
象
期
間
６
年
４
月
１
日

～
７
年
３
月
３１
日

補
助
対
象
経
費
需
用
費
、
使
用

料
及
び
賃
借
料
、
役
務
費
等
、

設
備
整
備
費
等

　
※
人
件
費
お
よ
び
事
業
者
の

運
営
に
要
す
る
経
費
等
は
補
助

対
象
外
。

k
７
年
２
月
２８
日
㈮
ま
で
に
、

市
n
で
交
付
要
件
・
申
請
方
法

な
ど
を
確
認
の
上
、
交
付
申
請

書
な
ど
を
郵
送（
〒
２０３

−

８
５

５
５
、
市
役
所
児
童
青
少
年
課

宛
て
）、
ま
た
は
直
接
同
課（
市

役
所
２
階
）へ
持
参
を
。
申
請

書
類
を
も
と
に
交
付
を
決
定
し
、

結
果
を
通
知
し
ま
す
。
提
出
さ

れ
た
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん

l
同
課
児
童
青
少
年
係
☎
０４２
・

４
７
０
・
７
７
３
５

高
齢
者

・
福
祉

わ
か
く
さ
学
園
発
達
相
談

室『
こ
と
ば
』の
学
習
会

　「
こ
と
ば
を
育
む
毎
日
の
暮

ら
し
～
こ
と
ば
・
こ
こ
ろ
・
か

ら
だ
の
不
思
議
な
関
係
～
」を

テ
ー
マ
に
、
毎
日
の
生
活
の
中

で
の
お
子
さ
ん
の「
こ
と
ば
の

育
み
方
」や「
ち
ょ
っ
と
し
た
困

り
ご
と
」へ
の
対
応
に
つ
い
て

学
び
ま
す
。

a
１０
月
１５
日
㈫
午
前
１０
時
～
正

午b
市
役
所
７
階
７
０
３
会
議
室

e
乳
幼
児
の
保
護
者

f
先
着
６０
人

d
藤
森
め
ぐ
み
氏（
言
語
聴
覚

士
）

j
保
育
あ
り（
若
干
名
。「
こ
と

ば
の
教
室
」を
未
利
用
の
方
で

先
着
順
。
ご
家
庭
な
ど
で
保
育

が
可
能
な
方
は
ご
協
力
く
だ
さ

い
）

k
l
９
月
３
日
㈫
午
前
９
時
か

ら
電
話
で
わ
か
く
さ
学
園
発
達

相
談
室
☎
０４２
・
４
６
７
・
５
０

７
７
へ

�

（
４
面
へ
続
く
）

新
た
に
年
金
生
活
者
支
援
給

付
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
る
方
へ
請
求
書
を
お
送
り

し
ま
す

　
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

は
、
公
的
年
金
等
の
収
入
や

そ
の
他
の
所
得
額
が
一
定
基

準
以
下
の
年
金
受
給
者
の
生

活
を
支
援
す
る
た
め
に
、
年

金
に
上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ

る
も
の
で
す
。

◎
対
象
と
な
る
方

①
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
者
で
、

以
下
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し

て
い
る
方
▼
６５
歳
以
上
▼
同
一

世
帯
全
員
の
市
民
税
が
非
課
税

▼
前
年
の
年
金
収
入
額
と
そ
の

他
所
得
額
の
合
計
が
８８
万
９
３

０
０
円
以
下

②
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎

年
金
を
受
給
中
で
前
年
の
所
得

額
が
４
７
２
万
１
０
０
０
円
以

下
＋
扶
養
親
族
の
数
×
３８
万
円

◎
請
求
手
続
き

①
新
た
に
給
付
金
を
受
け
取
る

方　
対
象
に
な
る
方
に
は
、
日
本

年
金
機
構
よ
り
９
月
初
旬
頃

か
ら
、
請
求
手
続
き
の
ご
案

内
を
送
付
し
ま
す
。
同
封
の

は
が
き（
年
金
生
活
者
支
援

給
付
金
請
求
書
）に
記
入
し

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
年
金
を
受
給
し
は
じ
め
る
方

　
年
金
の
請
求
手
続
き
と
併

せ
て
年
金
事
務
所
ま
た
は
市

保
険
年
金
課
で
請
求
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

l
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
☎

０
５
７
０
・
０
５
・
４
０
９

２
ま
た
は
武
蔵
野
年
金
事
務

所
☎
０
４
２
２
・
５
６
・
１

４
１
１

国
民
年
金

だ
よ
り

法務局n

市n

■乳幼児医療費助成（乳、出生～ ６ 歳の ３ 月３１日）
　既に資格がある方には、 ９月下旬に１０月から有効の医療証を送付します（※ １）。
■義務教育就学児医療費助成（子、 ６ 歳の ４ 月 １ 日～１５歳の ３ 月３１日）
▼既に資格がある方＝ ９ 月下旬に１０月から有効の医療証を送付します（※ １）。
▼現在お持ちでない方＝１０月より所得制限を撤廃するため、所得超過の方も医療
証の取得が可能になりました。対象者へ ６月に申請書を送付していますので、未
提出の方はお早めにご提出ください（※ ２）。
■高校生等医療費助成（青、１５歳の ４ 月 １ 日～１８歳の ３ 月３１日）
▼既に資格がある方＝所得審査後、継続の方には１０月から有効の医療証を、所得
超過により資格消滅となる方には消滅通知を ９月下旬に送付します（※ １）。
▼現在お持ちでない方＝所得制限がありますが、資格の判定は前年の所得額で判
定するため、これまで所得超過で対象外だった方も認定となる可能性があります。
６年度（ ５年分）所得が右表の所得制限限度額未満で、青医療証をお持ちでない方
は、申請が必要です（※ ２）。詳細は市nをご覧いただくか、児童青少年課（市役
所 ２階）へお問い合わせください。

市n（乳） 市n（子） 市n（青）

《共通注意事項》
※ １＝更新手続や現況届が必要な一部の方には、 ７
月～ ８月に書類を送付しています。お早めにご提出
ください。
※ ２＝申請が遅れると、医療証資格開始日が遅れる
可能性があります。

表　青医療証所得制限限度額
※１０月以降は６年度（５年分）所得で判定

扶養親族等の数 所得額
０人 ６２２万円
１人 ６６０万円
２人 ６９８万円
３人 ７３６万円
４人 ７７４万円

１．「所得」とは、給与収入のみの方は、源泉徴収票の「給与所得控
除後の金額－１０万円」、自営業者等で確定申告をしている方は、
確定申告書の「所得金額」の「合計」の額です。
２．配偶者控除（同一生計配偶者）を受けている場合は扶養親族等
の数に含みますが、配偶者特別控除に該当する配偶者は扶養親族
等の数に含みません。
３．年少扶養（１６歳未満）も扶養親族等の数に含みます。

l児童青少年課助成支援係☎０４２・４７０・７７３６
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（
３
面
か
ら
続
く
）

さ
い
わ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー 

か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
見
え
な
い
、
見
え
に
く
い
人

の
た
め
の「
か
た
つ
む
り
コ
ー

ラ
ス
」メ
ン
バ
ー
募
集

　
目
が
見
え
な
い
・
見
え
に
く

い
方
で
、
コ
ー
ラ
ス
に
興
味
の

あ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。
初
め

て
の
方
も
講
師
が
丁
寧
に
指
導

し
ま
す
。

a
原
則
毎
月
第
１
・
第
３
火
曜

日
午
後
１
時
半
～
３
時
半

b
さ
い
わ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
１

階
ホ
ー
ル

e
市
内
在
住
の
視
覚
に
障
害
を

お
持
ち
の
方
と
関
係
者

g
無
料

j
見
学
可

k
l
同
セ
ン
タ
ー
☎
０４２
・
４
７

７
・
２
７
１
１（
平
日
午
前
９

時
～
午
後
５
時
）住

環
境

救
急
医
療
週
間

◎「
救
急
車 

適
切
利
用
で 

救

え
る
命
」（
６
年
度
東
京
消
防
庁

救
急
標
語
）

　
救
急
医
療
と
救
急
業
務
に
対

す
る
国
民
の
正
し
い
理
解
と
認

識
を
深
め
、
救
急
医
療
関
係
者

の
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、「
救
急
の
日
」の
９
月

９
日
を
含
む
１
週
間（
９
月
８

日
㈰
～
１４
日
㈯
）を
救
急
医
療

週
間
と
定
め
て
い
ま
す
。

　
東
京
消
防
庁
で
は
、
心
肺
蘇

生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
、
け

が
の
手
当
な
ど
、
応
急
手
当
を

習
得
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

都
民
の
皆
様

や
事
業
所
な

ど
を
対
象
と

し
て
救
命
講

習
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
救
命

講
習
を
受
講
し
て
知
識
と
技
術

を
学
び
ま
し
ょ
う
。

l
東
久
留
米
消
防
署
救
急
係
☎

０４２
・
４
７
１
・
０
１
１
９（
内

線
３
８
０
）

東
村
山
都
市
計
画
緑
地 

第
１３
号
前
沢
緑
地
の
都
市

計
画
決
定（
原
案
）説
明
会

　
市
で
は
、
前
沢
・
南
町
地
区

を
東
久
留
米
市
第
三
次
緑
の
基

本
計
画
・
生
物
多
様
性
戦
略
で
、

将
来
に
わ
た
り
保
全
・
回
復
し

て
い
く
べ
き
１８
拠
点
の
一
つ
と

位
置
付
け
る
と
と
も
に
、
平
成

２８
年
３
月
に
策
定
し
た「
東
久

留
米
市
緑
地
保
全
計
画
に
基
づ

く
緑
の
確
保
」を
重
点
施
策
に

掲
げ
、
緑
の
適
切
な
維
持
・
保

全
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
東
久
留
米
市
第
三

次
緑
の
基
本
計
画
・
生
物
多
様

性
戦
略
及
び
東
久
留
米
市
緑
地

保
全
計
画
に
基
づ
き
、
前
沢
森

の
広
場
と
北
側
に
接
す
る
農
地

の
一
部
を
都
市
計
画
緑
地
と
し

て
新
規
追
加
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
東
村
山
都
市
計
画
緑
地
第

１３
号
前
沢
緑
地
の
都
市
計
画
決

定（
原
案
）の
説
明
会
を
実
施
し

ま
す
。

a
９
月
２６
日
㈭
午
後
７
時
か
ら

b
南
町
地
区
セ
ン
タ
ー
第
１
・

第
２
会
議
室

k
当
日
会
場
で

l
環
境
政
策
課
緑
と
公
園
係
☎

０４２
・
４
７
０
・
７
７
５
３

九
都
県
市
エ
コ
ド
ラ
イ

ブ
講
習
会
参
加
者
募
集

　
環
境
と
お
財
布
に
優
し
い
エ

コ
ド
ラ
イ
ブ
を
習
得
し
ま
せ
ん

か
。

a
１１
月
５
日
㈫
午
後
１
時
～
５

時b
東
久
留
米
自
動
車
教
習
所

（
本
町
１

−

１６

−

４５
）

e
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有

し
、
運
転
歴
が
１
年
以
上
の
方

f
１８
人（
応
募
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

g
１
１
０
０
円

k
９
月
９
日
㈪
～
１０
月
２２
日
㈫

に
Ｊ
Ａ
Ｆ（
日
本
自
動
車
連
盟
）

ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
で
申
し
込

み
を

l
日
本
自
動

車
連
盟
東
京
支
部
☎
０３
・
６
８

３
３
・
９
１
３
０
、
都
環
境
局

環
境
改
善
部
自
動
車
環
境
課
☎

０３
・
５
３
８
８
・
３
５
２
１

民
有
地
の
ハ
チ
対
策

　
市
で
は
、
個
人
の
住
宅
や
管

理
者
が
居
る
集
合
住
宅
な
ど
、

民
有
地
に
で
き
た
ハ
チ
の
巣
の

駆
除
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ハ

チ
の
巣
は
、
手
入
れ
不
足
の
庭

木
な
ど
に
作
ら
れ
る
こ
と
が
特

に
多
い
た
め
、
手
入
れ
を
充
分

に
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
ハ
チ
の
巣
を
取
り
除
く
と
き

　
薬
局
な
ど
で
購
入
し
た
ハ
チ

専
用
の
駆
除
ス
プ
レ
ー
で
の
駆

除
も
可
能
で
す
が
、
特
に
ス
ズ

メ
バ
チ
は
凶
暴
で
攻
撃
性
が
強

い
た
め
専
門
の
駆
除
業
者
へ
の

依
頼
を
お
勧
め
し
ま
す
。

◎
駆
除
業
者
の
紹
介

　
市
と
協
定
を
結
ん
だ
市
内
の

駆
除
業
者
を
紹
介
し
ま
す
。

i
駆
除
費
用
は
自
己
負
担
で
す
。

依
頼
す
る
場
合
は
、
複
数
の
業

者
か
ら
見
積

も
り
を
取
り
、

ご
検
討
く
だ

さ
い

l
環
境
政
策
課
生
活
環
境
係
☎

０４２
・
４
７
０
・
７
７
５
３

東京消防庁n

市n
JAF

ウェブサイト

東久留米市救急情報シートをご活用ください
　市では、地域で高齢者が安心して在宅生活を送ることがで
きるよう、「東久留米市救急情報シート」を作成し配布してい
ます。このシートは、事前にかかりつけ医や服薬内容などの
医療情報および緊急連絡先を記載し、自宅の冷蔵庫に貼るこ
とで、救急時に迅速に救急隊や医療関係者へ情報提供できる
ものです。なお、定期的に記載内容の見直しをお願いします。
配布場所介護福祉課窓口（市役所 １階）、東部・中部・西部の
地域包括支援センター、わくわく健康プラザ（市nからも取
得可）
l同課地域ケア係☎０４２・４７０・７７７７（内線２５０１
～２５０３）またはお住まいの地域を担当する地域
包括支援センター（右表参照）

市n

表　地域包括支援センター担当地域
名称 所在地・連絡先 担当地区

東部地域包括支援センター
大門町２－１０－５
東部地域センタ－内
☎０４２・４７３・９９９６

上の原、神宝町、
金山町、氷川台、
大門町、東本町、
新川町、浅間町、
小山東部地域包括支援センター本部

氷川台２－６－６
社会福祉法人マザアス隣
☎０４２・４２８・７７８８

中部地域包括支援センター
幸町１－１９－５
幸町１丁目アパート５号棟１階、幸町デイ
サービスセンター内
☎０４２・４７０・８１８６

学園町、ひばりが
丘団地、本町、中
央町、幸町、南
沢、南町、前沢一
～三丁目中部地域包括支援センター本部

南沢５－１８－３６
特別養護老人ホームシャローム東久留米内
☎０４２・４５１・５１２１

西部地域包括支援センター
下里４－２－５０
特別養護老人ホームけんちの里内
☎０４２・４７２・０６６１

前沢四・五丁目、
滝山、下里、柳
窪、野火止、八幡
町、弥生

東久留米市救急情報シート
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住環境高齢者・福祉



お
知
ら
せ

第
３
回
市
議
会
定
例
会

　
令
和
６
年
第
３
回
市
議
会
定

例
会
が
９
月
２
日
㈪
～
２６
日
㈭

の
日
程
で
開
催
予
定
で
す
。
一

般
質
問
が
４
日
㈬
～
９
日
㈪
、

常
任
委
員
会
が
１１
日
㈬
～
１３
日

㈮
、
予
算
特
別
委
員
会
が
１７
日

㈫
、
決
算
特
別
委
員
会
が
１９
日

㈭
～
２４
日
㈫
の
予
定
で
す（
い

ず
れ
も
土
曜
、
日
曜
日
、
祝
日

は
休
会
）。

l
議
会
事
務
局
☎
０４２
・
４
７
０

・
７
７
８
９

指
定
管
理
者
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
結
果
の
公
表

　
市
で
は
、
公
の
施
設
管
理
に

つ
い
て
指
定
管
理
者
制
度
を
導

入
し
て
い
ま
す
。
指
定
管
理
者

に
よ
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
履
行

に
関
し
、
条
例
・
規
則
お
よ
び

協
定
な
ど
に
従
い
、
適
切
か
つ

確
実
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
確

保
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
す
る

た
め
、
指
定
管
理
者
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
令
和
５
年
度
の

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
を
、
外
部

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
確
認
を

経
て
と
り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

閲
覧
場
所
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー

（
市
役
所
１
階
）、
中
央
・
滝
山

・
東
部
・
ひ
ば
り
が
丘
の
各
図

書
館
、
市
n
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す

l
行
政
経
営
課
☎
０４２
・
４
７
０

・
７
７
０
４

市n

職
員
募
集

会
計
年
度
任
用
職
員
募
集

　
募
集
の
詳
細
は
市
n
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

市n

①
児
童
厚
生
員（
ア
シ
ス
タ
ン

ト
職
）

勤
務
時
間
月
曜
～
土
曜
日
、
月

７５
時
間
程
度
、
午
前
８
時
１５
分

～
午
後
６
時
の
間
で
４
～
７
時

間
の
シ
フ
ト
勤
務（
変
則
勤
務

あ
り
）

募
集
人
数
若
干
名

報
酬
時
給
１
１
７
４
円

応
募
資
格
の
有
無
無

②
児
童
厚
生
指
導
員（
専
門
職
）

勤
務
時
間
月
曜
～
土
曜
日
、
月

１
２
４
時
間
、
午
前
８
時
１５
分

～
午
後
７
時
の
間
で
４
～
７
時

間
の
シ
フ
ト
勤
務（
変
則
勤
務

あ
り
）

募
集
人
数
若
干
名

報
酬
月
額
２１
万
７
９
７
０
円

応
募
資
格
の
有
無
有

《
共
通
事
項
》

任
用
期
間
１０
月
１
日
～
７
年
３

月
３１
日（
終
了
後
再
度
任
用
の

場
合
あ
り
）

勤
務
場
所
市
内
学
童
保
育
所

募
集
説
明
会
９
月
６
日
㈮
午
前

１１
時
か
ら
４０
分
程
度
、
市
役
所

５
階
５
０
２
会
議
室
で

申
込
期
間
９
月
１２
日
㈭
ま
で

l
児
童
青
少
年
課
児
童
青
少
年

係
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７
３
５

官
公
署

　
な
ど

９
月
は
東
京
都
食
生
活
改

善
普
及
運
動
実
施
期
間
で
す

◎
主
食
・
主
菜
・
副
菜
を
組
み

合
わ
せ
た
食
事
を
心
が
け
ま
し

ょ
う

　
東
京
都
健
康
推
進
プ
ラ
ン
２１

（
第
三
次
）で
は
、「
主
食
・
主
菜

・
副
菜
を
組
み
合
わ
せ
た
食
事

が
１
日
２
回
以
上
の
日
が
ほ
ぼ

毎
日
の
人
の
割
合
」を
増
や
す

こ
と
を
目
標
の
一
つ
と
し
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
食
事
の
回

数
が
多
い
人
ほ
ど
、
様
々
な
食

材
や
必
要
な
栄
養
素
を
バ
ラ
ン

ス
よ
く
摂
っ
て
い
る
こ
と
が
報

告
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な

食
事
を
増
や
す
こ
と
で
心
身
の

健
康
維
持
や
健
康
寿
命
の
延
伸

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
ま
た
、
食
事
に
果
物
を
取
り

入
れ
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
果

物
に
は
普
段
の
食
事
で
は
不
足

し
や
す
い
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ

ル
、
食
物
繊
維
が
多
く
含
ま
れ

て
お
り
、
果
物
の
適
量
摂
取
が

生
活
習
慣
病
の
発
症
リ
ス
ク
の

低
下
と
関
連
し
て
い
る
こ
と
も

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
主
食
・

主
菜
・
副
菜
を
組
み
合
わ
せ
た

食
事
や
果
物
の
摂
取
を
実
践
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

l
多
摩
小
平
保
健
所
生
活
環
境

安
全
課
保
健
栄
養
担
当
☎
０４２
・

４
５
０
・
３
１
１
１

千
代
田
区
立
神
田
一
橋

中
学
校
通
信
教
育
課
程

生
徒
募
集

選
考
日
１２
月
７
日
㈯

e
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

方①
昭
和
２１
年
３
月
３１
日
以
前
の

尋
常
小
学
校
卒
業
お
よ
び
国
民

学
校
初
等
科
修
了
の
方
で
、
高

等
学
校
に
入
学
資
格
が
な
い
方

②
都
内
に
在
住
も
し
く
は
在
勤

し
て
い
る
満
６５
歳
以
上（
令
和

７
年
４
月
１
日
現
在
）の
方
で
、

戦
後
の
混
乱
の
影
響
等
に
よ
り

中
学
校
で
十
分
に
学
べ
な
か
っ

た
方

　
※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

出
願
方
法
１０
月
７
日
㈪
～
１１
月

２２
日
㈮
に
出
願
書
類（
同
校
で

配
布
）を
郵
送（
〒
１０１

−

０
０
０

３
、
千
代
田
区
一
ツ
橋
２

−

６

−

１４
、神
田
一
橋
中
学
校
宛
て
）

ま
た
は
直
接
同
校
へ
持
参
を

l
同
校
☎
０３
・
３
２
６
５
・
５

９
６
１

都
税
の
納
税
証
明
・
評
価

証
明
等
の
申
請
に
は
電
子

申
請
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

　「
東
京
共
同
電
子
申
請
・
届

出
サ
ー
ビ
ス
」に
よ
る
電
子
申

請
で
は
パ
ソ
コ
ン
か
ら
、「
ス
マ

ー
ト
申
請
」で
は
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
か
ら
で
も
証
明
の
申
請
・

手
数
料
納
付
が
可
能
で
す
。
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
申
請
可
能
な
証
明
等
の
種
類
、

詳
細
な
手
続
き
に
つ
い
て
は
、

都
主
税
局
n
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

l
立
川
都
税
事
務
所
☎
０４２
・
５

２
３
・
３
１
７
１

都主税局n
（スマート申請）

　減免対象世帯に対し、 １ 年分（１０月～ ７ 年 ９ 月）のごみ有料指定袋（燃
やせるごみ、燃やせないごみ、容器包装プラスチック用）を交付（配送）
します（ １年に １回限り）。交付には申請が必要です。
　今年度より、申請は郵送またはインターネットで受付し、ごみ袋を自
宅へ配送します。例年行っていた市役所本庁舎などの臨時窓口での対面
による申請受付および袋交付は行いません。
減免対象世帯
▼生活保護受給世帯
▼身体障害者手帳 １・ ２級の者が属する非課税世帯
▼愛の手帳 １・ ２度の者が属する非課税世帯
▼精神障害者保健福祉手帳 １級の者が含まれる非課税世帯
▼児童扶養手当または特別児童扶養手当受給世帯
▼�老齢福祉年金受給世帯（大正 ５ 年 ４ 月 １ 日以前に生まれた方を対象と
した制度で、「老齢基礎年金」ではありません）

i１０月３１日㈭までの申請では、 １年間分の枚数を交付します。１１月 １ 日
㈮以降の申請では、申請受付した月から翌 ９月までの月数に応じた枚数
の交付となります
k①申請書に必要事項を記入し郵送（〒２０３−００４２、八幡町 ２−１０−１０、
ごみ対策課宛て）
②インターネット（市nの専用フォームから）
※�申請書の入手方法など、詳細は市nをご覧いただくか、お問い合わせ
ください。

lごみ対策課☎０４２・４７３・２１１７

お知らせ 官公署など職員募集

市n 専用フォーム

減免対象世帯に減免対象世帯に
家庭ごみ有料指定袋を交付（配送）します家庭ごみ有料指定袋を交付（配送）します

申請の流れ
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会 員 募 集
◆東久留米市ラジオ体操連盟＝a毎日
（雨天中止）午前 ６時１０分～ ７時b滝山公
園他g会費年１,２００円j初心者歓迎。正
しいラジオ体操、練功十八法を身に着け
健康維持l對

つし

馬
ま

☎０４２・４７１・５７４２
◆本村小体操会＝a毎週月曜～土曜日午
前 ６ 時半～ ７ 時b本村小学校g会費年
１,２００円jラジオ体操等で健康維持と会
員相互の触れ合いを。現地入会受付もl
伊東☎０４２・４７１・７１１４
◆東久留米市ターゲット・バードゴルフ
協会＝a毎週月曜・水曜・木曜日午前 ９
時半～１１時半他b白山公園他g会費年
５,０００円jお気軽に体験下さい。手ぶら
でOK。貸しクラブあり。ミニゴルフで
すl坂田☎０４２・４７３・５２４５
◆ハガキ絵（ネコ街アーティスト）＝a月
１回。水曜日午後 ３時半～ ５時半bスペ
ース１０５（市役所向かい）g会費月２,０００円
jハガキ絵を描く。誰でもやさしく近況
・季節・旅の思い出などを絵でl酒井☎
０９０・３８０５・４６９３
◆手づくりグループひまわり＝a月 ３回。
第 ２・第 ３・第 ４火曜日午前１０時～午後
３ 時他b市社会福祉協議会（わくわく健

康プラザ ２ 階）j毛糸布などで手作り品
を製作販売。物作りの好きな方活動しま
せんかlボランティアセンター☎０４２・
４７５・０７３９
◆ユニカール東久留米＝a毎週水曜日午
前 ９時２０分～正午b青少年センターg入
会金１,０００円、会費年４,０００円jじゅうた
ん上で行うカーリング。シニア向けの適
度な運動ですl吉川☎０８０・６８１８・３０６５
◆歴史を語る会＝a隔月 １回。基本的に
金曜日午後 １時～ ３時b生涯学習センタ
ーg会費 １ 回６００円j次回は ９ 月２０日㈮
演題は三大宗教②「イスラム」講師は近藤
幸徳氏ですl飯澤☎０９０・４１７２・３５１４
◆草の実会＝a月 ２～ ４ 回（曜日・時間
は活動により異なる）b西部地域センタ
ーg入会金５００円、会費年１,２００円他jカ
ラオケ、社交ダンス、麻雀、大正琴、舞
踊、レクダンス、俳句、カントリーダン
スl佐藤☎０９０・５３９６・４５４４
◆謡曲同好会萬融会＝a月 ２回。月曜日
午前 ９時半～正午b生涯学習センター他
g会費月３,０００円他jシテ方能楽師と共
に謡曲仕舞の稽古を先生を囲み楽しんで
いますl池田☎０４２・４７４・８８０５
◆青春ギタークラブ＝a月 ３回。木曜日
午後 ０時４０分～ ３時４０分b生涯学習セン
ター他g会費月４,５００円j６０歳以上初心
者歓迎、色々なジャンルの曲を弾いてみ
ませんか？l伊藤☎０４２・４７４・５５５１

◆滝山健康麻雀の会＝a毎週月曜日午後
１時～ ５時b西部地域センターg入会金
１,０００円、会費月１,０００円jシニアの方を
中心とした健康麻雀です。経験者歓迎し
ますl堂柿☎０４２・４７２・５５２０

催 し
◆第 ７回吟詠の集い（令和吟詠会）＝a ９
月１５日㈰午前１０時～午後 ４ 時（午前 ９ 時
半開場）b西部地域センターg無料j ９
つの詩吟クラブ会員が漢詩の吟詠を中心
に練習成果を発表しますl柿崎☎０９０・
４８２３・０６１７
◆チャリティコンサート歩む２０２４in自由
学園（NPO法人日本視神経脊髄炎患者
会）＝a１０月２０日㈰午後 ２ 時開演b自由
学園記念講堂g入場料一般３,０００円、学
生２,５００円jプレコンサート開催！ ９ 月
２２日㈰午後 ２時から市役所 １階屋内ひろ
ばで。入場無料lNPO法人日本視神経
脊髄炎患者会事務局☎０８０・８７４７・７３８８
◆松が丘カフェみよしさんち（松が丘見
守り隊）＝a毎月第 ２・第 ４ 金曜日午後
２時～ ４時b浅間町地区センター １階談
話室g参加費２００円j地域の認知症に関
心のある高齢者や介護家族を中心に談笑、
アクティビティを通じた交流l坂本☎
０９０・６５２２・０７４５
◆歌謡、民謡、童謡入り吟詠無料体験教
室（東久留米吟詠サロン）＝a ９ 月 ６ 日・

１３日・２０日、いずれも金曜日午後 １時半
～ ３時半b生涯学習センター学習室№ ３
（ ６日）、№ ５（１３日・２０日）g無料j初め
ての方男女共歓迎。健康、ストレス解消
の為に正しい発声法の体験をl佐々木☎
０９０・９８４８・４８８６
◆「希望の給食」上映と栄養教諭のお話
（「希望の給食」上映実行委員会）＝a ９ 月
１５日㈰午後 ２時開演b第九小学校体育館
g無料j「希望の給食」上映と地域の食と
農をつなぐ食育の実践者のお話l鈴木☎
０９０・８３１９・７１４３
◆おはなし「あい愛」の工作教室＆おはな
し会（野火止地区センター図書室管理運
営委員会）＝a ９ 月１５日㈰午前１０時～１１
時４０分b野火止地区センター第一・第二
和室g無料j毎月第 ３日曜日に開催して
います。科学工作と折り紙工作、おはな
し会と盛り沢山ですl菅原☎０９０・６０３６
・２５９４
◆南沢水辺公園・みんなで草刈り＆昆虫
観察会（東京東久留米ロータリークラブ）
＝a ９ 月２２日 午前 ９時半～正午b南
沢水辺公園g無料j南沢湧水群の近くに
あり、自然が守られている公園で昆虫、
植物観察をしてみましょうl東京東久留
米ロータリークラブ☎０４２・４７３・２３４１

市 民 伝 言 板

「市民伝言板」（後期分）を
受け付けます

　広報ひがしくるめ「市民伝言板」の後期分（１０月１５日号〜 ７ 年 ４ 月 １
日号）を受け付けます。
　令和 ６年 ４月１５日号分から、申し込み方法が原則申し込みフォーム
での電子申請に変更になりました。場所を問わずいつでも申し込み可

能なため、ぜひご利用ください。
i市nで掲載にあたって条件などの詳細を必ずご確認ください
k ９ 月 １ 日㈰午前 ８時半から、市nの申し込みフォームで。先着順で
受け付けます（郵送、電話、o、メールでの申し込みはできません）
　※�申し込みフォームでの申し込みが難しい方は、窓口
でも受付が可能です（窓口での受付は ９ 月 ２ 日㈪以
降の開庁日のみ）。

l秘書広報課広報係☎０４２・４７０・７７０８

■共通事項
b市消費者センター（市役所 ２階）
k電話で同センター☎０４２・４７３・４５０５へ

l生活文化課市民協働係☎０４２・４７０・７７３８

高齢者被害・多重債務特別相談 悪質商法トラブル事例と対処法

a ９ 月 ２ 日㈪・ ３日㈫午前１０時～正午、午後 １時～ ４時
c弁護士会や法テラスなどの関係団体と連携し、多重債務を
抱える都民の方を専門家につなげることで解決に導けるよう、
東京都消費生活総合センターと共同で実施するものです。借
金返済でお困りの方はぜひご相談ください

多重債務１１０番

a ９ 月 ９ 日㈪～１１日㈬午前１０時～正午、午後 １時～ ４時
c市内でも屋根や外壁の無料点検によるトラブルや架空・不
当請求の被害にあった高齢者の方が少なくありません。都が
実施している「高齢者被害防止共同キャンペーン」に参加し、
高齢者の消費者被害の未然防止・拡大防止を目的に特別相談
を実施します。高齢者の皆さんをはじめ、ご家族やホームヘ
ルパー、ケアマネジャーなど周囲で支援している方もお気軽
にご相談ください

高齢者被害特別相談

　市消費者センターでは、悪質商法によるトラブルをはじめとした、
消費生活に関する相談を受け付けています。ひとりで悩まず、まず
は電話でご相談ください。

■点検商法
「屋根瓦がずれている。このまま
だと大変なことになる」など不安
をあおられ契約を迫られた！

その場で判断しない。少
しでもおかしいと思った
ら相談する。

通信販売で購入の際は、
「今がチャンス」などの広
告を安易に信用しない。
注文前に、購入・返品条
件をよく確認する。

■通信販売トラブル
健康食品を「お試し価格」で初回だ
けのつもりで購入したら「定期購
入が条件」で解約できない！

あせって修理を依頼しな
い。日頃から信頼できる
業者を探しておく。

■水回り修理トラブル
夜中にトイレがつまり「格安修理」
をうたう業者に依頼したら高額な
修理料金を請求された！

自分から連絡しない。不
審なURLはクリックしな
い。

■架空・不当請求
スマホに「電話料金が長期未納。
連絡がない場合は法的手続きをと
る」と身に覚えのない請求が！

市n
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凡例  a日時  b場所  c内容  e対象  f定員  d講師  g費用  h持ち物  iご注意  jその他  k申し込み  l問い合わせ  nホームページ  m電子メール


